
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋大学大学院工学研究科の 湯川 宏 助教と株式会社鈴木商館の共同研究グ

ループは、様々な環境中の水素濃度を高感度かつ高レスポンスで測定可能な革新的

水素センシング素子注 1)を開発しました。 

本センサ素子は「水素のみを分離する水素透過金属膜注 2)の機能」を活用しており、

可燃性ガス中の水素や水蒸気を含む混合ガス中の水素や、酸性もしくはアルカリ性

水溶液中の溶存水素など様々な環境中で水素のみを検知することができます。これ

により、例えば、天然ガス中の水素や水蒸気を含む燃料電池の排気ガス中に含まれる

水素など、従来のセンサでは測定が困難な環境で水素濃度の測定が可能になります。

この技術により、工業、医療、農業など多様な分野での水素検知や水素濃度管理など

への応用が期待されます。 

26 日

から開催される第 16 回国際水素・燃料電池展(FCEXPO 2020)の㈱鈴木商館ブース

にて展示される予定です。 

この研究は、平成 28 年度から始まった国立大学法人名古屋大学と株式会社鈴木商

館らとの共同研究「液体用溶存水素センサの開発」で行われたものです。



【ポイント】 

〇可燃性ガスや、水蒸気を含む雰囲気中、酸性もしくはアルカリ性の液体中などの従来

の水素センサでは測定が困難な過酷環境中でも水素濃度を測定可能な、新しい水素

センシング素子を開発 

○本センサ素子は以下の特徴を有している 

1．水素透過金属膜の活用により、様々な環境で水素のみを検知可能 

2．0〜100％の広い測定濃度範囲を有し、極めて希薄な水素濃度でも高感度に測定可能 

3．応答速度が速く、高濃度の水素ガスにさらされた後も素早く復帰可能 

○工業、医療から農業に至るまで、水素の関わる幅広い分野への応用に期待 

 

【研究背景】 
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